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(57)【要約】
【課題】試験装置と被試験器とを接続する複数のケーブ
ルを接続する際の作業効率を向上させることができる試
験システムを提供する。
【解決手段】ケーブル１６２は、試験装置側の端部に試
験装置側ＲＦＩＤタグ１６４が設けられ、被試験器側の
端部に被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６が設けられている
。試験装置側リーダ１８０は、試験装置側ＲＦＩＤタグ
１６４からケーブル情報を読み取る。また、被試験器側
リーダ１８２は、被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６からケ
ーブル情報を読み取る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被試験器に対して試験を行う試験装置と、
　前記被試験器と前記試験装置を接続する複数のケーブルと、
　前記複数のケーブルそれぞれの前記試験装置に接続される側の第１の端部近傍に設けら
れ、当該ケーブルの第１の端部を識別する第１の識別情報を記憶した第１の記憶媒体と、
　前記複数のケーブルそれぞれの前記被試験器に接続される側の第２の端部近傍に設けら
れ、当該ケーブルの第２の端部を識別する第２の識別情報を記憶した第２の記憶媒体と、
　前記試験装置の前記ケーブルが接続される接続端子近傍に設けられ、前記第１の記憶媒
体から前記第１の識別情報を読み取る第１読み取り手段と、
　前記第２の記憶媒体から前記第２の識別情報を読み取る第２読み取り手段と
　を有する試験システム。
【請求項２】
　前記第１読み取り手段が前記第１の記憶媒体から前記第１の識別情報を読み取るごとに
、前記ケーブルの第１の端部が前記試験装置の接続端子近傍に存在することを表示し、前
記第２読み取り手段が前記第２の記憶媒体から前記第２の識別情報を読み取るごとに、前
記ケーブルの第２の端部が前記被試験器近傍に存在することを表示するケーブル存在表示
手段
　を有する請求項１に記載の試験システム。
【請求項３】
　前記複数のケーブルそれぞれの接続順序を表示する接続順序表示手段
　を有する請求項２に記載の試験システム。
【請求項４】
　前記複数のケーブルそれぞれに設けられ、当該ケーブルを識別するケーブル識別情報を
記憶したケーブル識別情報記憶媒体と、
　前記ケーブル識別情報記憶媒体からケーブル識別情報を読み取るケーブル識別情報読み
取り手段と、
　前記ケーブル識別情報読み取り手段によって読み取られたケーブル識別情報に基づいて
、前記被試験器に対して実施される試験で使用されるケーブルが準備されているか否かを
判断するケーブル準備判断手段と
　を有する請求項１に記載の試験システム。
【請求項５】
　前記ケーブル識別情報読み取り手段によって読み取られたケーブル識別情報に基づいて
、当該ケーブルを用いて実施可能な試験を表示する実施可能試験表示手段
　を有する請求項４に記載の試験システム。
【請求項６】
　前記ケーブル識別情報読み取り手段によって読み取られたケーブル識別情報に基づいて
、前記複数のケーブルそれぞれの接続順序を表示する接続順序表示手段
　を有する請求項５に記載の試験システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被試験器に対して試験を行う試験システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１は、試験の実施状況を容易に確認することができる試験装置を開示
する。
　また、例えば、特許文献２は、作業及び確認作業の省力化・迅速化を図るとともに、人
的ミスをなくすことができるケーブル施工支援システムを提供する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２８１７０７号公報
【特許文献２】特開２００９－　８９５５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上述した背景からなされたものであり、試験装置と被試験器とを接続する複
数のケーブルを接続する際の作業効率を向上させることができる試験システムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る試験システム（１００）は、被試験器に対して試験を行う試験装置（１２
）と、前記被試験器と前記試験装置を接続する複数のケーブル（１６２）と、前記複数の
ケーブルそれぞれの前記試験装置に接続される側の第１の端部近傍に設けられ、当該ケー
ブルの第１の端部を識別する第１の識別情報を記憶した第１の記憶媒体（１６４）と、前
記複数のケーブルそれぞれの前記被試験器に接続される側の第２の端部近傍に設けられ、
当該ケーブルの第２の端部を識別する第２の識別情報を記憶した第２の記憶媒体（１６６
）と、前記試験装置の前記ケーブルが接続される接続端子近傍に設けられ、前記第１の記
憶媒体から前記第１の識別情報を読み取る第１読み取り手段（１８０）と、前記第２の記
憶媒体から前記第２の識別情報を読み取る第２読み取り手段（１８２）とを有する。
【０００６】
　好適には、前記第１読み取り手段が前記第１の記憶媒体から前記第１の識別情報を読み
取るごとに、前記ケーブルの第１の端部が前記試験装置の接続端子近傍に存在することを
表示し、前記第２読み取り手段が前記第２の記憶媒体から前記第２の識別情報を読み取る
ごとに、前記ケーブルの第２の端部が前記被試験器近傍に存在することを表示するケーブ
ル存在表示手段（３５０，３５２）を有する。
【０００７】
　好適には、前記複数のケーブルそれぞれの接続順序を表示する接続順序表示手段（３２
４，３４８）を有する。
【０００８】
　好適には、前記複数のケーブルそれぞれに設けられ、当該ケーブルを識別するケーブル
識別情報を記憶したケーブル識別情報記憶媒体（１６４，１６６）と、前記ケーブル識別
情報記憶媒体からケーブル識別情報を読み取るケーブル識別情報読み取り手段（１８０，
１８２）と、前記ケーブル識別情報読み取り手段によって読み取られたケーブル識別情報
に基づいて、前記被試験器に対して実施される試験で使用されるケーブルが準備されてい
るか否かを判断するケーブル準備判断手段（３３０）とを有する。
【０００９】
　好適には、前記ケーブル識別情報読み取り手段によって読み取られたケーブル識別情報
に基づいて、当該ケーブルを用いて実施可能な試験を表示する実施可能試験表示手段（３
２８）を有する。
【００１０】
　好適には、前記ケーブル識別情報読み取り手段によって読み取られたケーブル識別情報
に基づいて、前記複数のケーブルそれぞれの接続順序を表示する接続順序表示手段（３２
４）を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、試験装置と被試験器とを接続する複数のケーブルを接続する際の作業
効率を向上させることが可能な試験システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】第１の実施形態にかかる試験システムの構成を示す図である。
【図２】制御器によって表示される接続図、およびその接続図に対応してケーブルが接続
されている被試験器を示す図である。
【図３】第２の実施形態にかかる試験システムの構成を示す図である。
【図４】制御器の構成およびケーブルを示す図である。
【図５】第２の実施形態にかかる制御器において動作するケーブル接続準備プログラムを
示す図である。
【図６】ケーブル関連情報記憶部に記憶される被試験器毎ケーブル関連情報テーブルを示
す図である。
【図７】ケーブル関連情報記憶部に記憶される試験項目毎ケーブル関連情報テーブルを示
す図である。
【図８】第１の接続図を例示する図である。
【図９】第２の接続図を例示する図である。
【図１０】第２の実施形態にかかる試験システムにおいて実行されるケーブル有無確認処
理を示すフローチャートである。
【図１１】第２の実施形態にかかる試験システムにおいて実行される試験実行可否確認処
理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　［本発明の背景］
　本発明の理解を助けるために、まず、本発明がなされるに至った背景を説明する。
【００１４】
　図１は、第１の実施形態にかかる試験システム１の構成を示す図である。
　図１に示すように、試験システム１は、試験装置１０と被試験器１１０とが複数のケー
ブル１６０を介して接続されて構成されている。
　被試験器１１０は、試験装置１０によって実行される試験の対象となる。
　試験装置１０は、計算機２、測定器１２０－１～１２０－Ｎ、（Ｎは１以上の整数。但
し、Ｎがそれぞれ常に同じ数とは限らない）、専用試験器１３０および切替部１４０から
構成されている。
【００１５】
　なお、以下の各図において、図示の具体化および明確化のために、本発明の説明に必要
ない構成部分が、適宜、省略される。
　さらに、以下、測定器１２０－１～１２０－Ｎなど、複数ある構成部分のいずれかを特
定せずに示す場合には、単に測定器１２０などと略記することがある。
　また、図１に示した試験システム１を構成する装置のうち、任意の２つ以上は、適宜、
一体に構成されうる。
　また、ある１つの装置において実現される複数の機能が、それぞれ別々の装置において
実現されるようにしてもよいし、図１に示された装置以外の任意の装置において実現され
るようにしてもよい。
【００１６】
　計算機２は、制御器２０と被試験器用コントローラ２２とがＰＣ間制御ラインを介して
接続されて構成されており、所定の試験を実行する。
　また、計算機２は、試験用のソフトウェアを記憶しており、試験を実施する際には、被
試験器１１０と試験装置１０とがケーブル１６０（電源ケーブル、ＲＦケーブル、通信用
ケーブルなど）で接続される。
　試験に使用されるケーブル１６０の種類は複数あり、また、ケーブル１６０は、被試験
器１１０ごとに専用に使用される。
【００１７】
　制御器２０は、たとえばコンピュータであって、切替部１４０および測定器１４０を制



(5) JP 2012-247824 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

御する。
　具体的には、制御器２０は、試験内容に応じて使用する測定器１４０に試験信号を入力
させるように測定経路を切り替えるため、切替部１４０に対して、切替信号を送信する。
　また、制御器２０は、試験装置１０と被試験器１１０とを接続する複数のケーブル１６
０がどのように接続されるべきかを示す接続図（図２を用いて後述する）を表示する。
　なお、接続図は制御器２０ではなく、被試験器コントローラ２２が表示するようにして
もよい。
【００１８】
　被試験器用コントローラ２２は、たとえばコンピュータであって、被試験器１１０に対
して測定条件を示す信号（測定条件信号）を入力させる。
　測定条件信号を受信した被試験器１１０は、所定の試験を実行され、試験結果である試
験信号を、切替部１４０を介して測定器１２０または専用試験器１３０に対して出力する
。
　測定器１２０は、汎用の測定機器であって、計算機２が実行する試験で使用され、被試
験器１１０から出力された試験信号を、切替部１４０を介して受信して所定の測定を行う
。
　専用試験器１３０は、各被試験器１１０（および各試験項目）について専用に使用され
る試験器であって、被試験器１１０から出力された試験信号を、切替部１４０を介して受
信して所定の測定を行う。
【００１９】
　切替部１４０は、制御器２０から切替制御ラインを介して入力される切替信号に従って
、被試験器１１０と測定器１２０および専用試験器１３０との測定経路を切り替える。
　例えば、切替部１４０は、被試験器１１０からの試験信号が測定器１２０－１によって
測定されるべき場合は、その試験信号が伝送されるケーブル１６０と測定器１２０－１と
が電気的に接続されるように、経路を切り替える。
　また、切替部１４０は、測定器１２０と被試験器１１０とを接続する測定器接続部１４
２と、専用試験器１３０と被試験器１１０とを接続する専用試験器接続部１４４とを有す
る。
【００２０】
　測定器接続部１４２は、一方を測定器１２０と接続されている。また、測定器接続部１
４２は、他方に被試験器１１０との試験信号の通信に使用されるケーブル１６０が接続す
るための端子を有する。
　専用試験器接続部１４４は、一方を専用試験器１３０と接続されており、また、他方に
は、被試験器１１０との試験信号の通信に使用されるケーブル１６０が接続するための端
子を有している。
　なお、以下、測定器接続部１４２および専用試験器接続部１４４を総称して「測定器接
続部１４２等」と称することがある。
【００２１】
　図２は、制御器２０によって表示される接続図、およびその接続図に対応してケーブル
が接続されている被試験器１１０を示す図であり、（Ａ）は接続図を例示し、（Ｂ）はケ
ーブルが接続されている被試験器１１０を示す。
　図２（Ａ）に示すように、ケーブルＷ１の片方の端部が被試験器１１０の端子Ｐ１，Ｐ
２，Ｐ３に接続され、他方の端部が測定器接続部１４２の端子Ｊ１，Ｊ２に接続される。
　また、ケーブルＷ２の片方の端部が被試験器１１０の端子Ｐ２０に接続され、他方の端
部が専用試験器接続部１４４の端子Ｊ１０に接続される。
　作業者は、制御器２０に表示された接続図を確認することによって、図２（Ｂ）に示す
ように、ケーブル１６０を被試験器１１０および測定器接続部１４２等に接続する。
【００２２】
　ここで、試験実施中に試験項目単位で、作業者によるケーブル１６０の付け替え作業が
発生する場合もある。このようなとき、試験で使用するケーブル１６０を準備し接続する
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作業は増大する。
　さらに、作業者による接続作業に時間を要するほか、接続忘れおよび誤接続などのヒュ
ーマンエラーが発生する可能性がある。
　以下に説明する第２の実施形態にかかる試験システム１００は、上述したケーブル接続
作業を効率的に行うことが可能とするように構成されている。
【００２３】
　［第２の実施形態］
　図３は、第２の実施形態にかかる試験システム１００の構成を示す図である。
　なお、図３に示す第２の実施形態にかかる試験システム１００の内、図１に示した第１
の実施形態にかかる試験システム１の構成部分と実質的に同一のものには、同一の符号が
付してある（以下の各図について同様）。
【００２４】
　図３に示すように、試験システム１００は、試験装置１２と被試験器１１０とが複数の
ケーブル１６２を介して接続されている。
　試験装置１２は、計算機３、測定器１２０－１～１２０－Ｎ、専用試験器１３０および
切替部１４０から構成されている。
　また、切替部１４０の近傍には、試験装置側リーダ１８０が設けられており、被試験器
１１０が設置される設置台（図示せず）の近傍には、被試験器側リーダ１８２が設けられ
ている。
　計算機３は、制御器２４と被試験器用コントローラ２２とがＰＣ間制御ラインを介して
接続されて構成されており、所定の試験を実行する。
　制御器２４は、上述した制御器２０の機能を有する他、図５を用いて後述する機能を有
する。
【００２５】
　図４は、制御器２４（および被試験器用コントローラ２２）の構成およびケーブル１６
２を示す図であり、（Ａ）は制御器２４のハードウェア構成を示し、（Ｂ）はケーブル１
６２を示し、（Ｃ）はケーブル１６２の記憶媒体に記憶されたケーブル情報を例示する。
　図４（Ａ）に示すように、制御器２４は、ＣＰＵ２５２およびメモリ２５４などを含む
本体２５０、キーボードおよび表示装置などを含む入出力装置２５６、他の装置との通信
を行う通信装置２５８、および、ＣＤ装置およびＨＤＤ装置など、記録媒体２６２に対す
るデータの記録および再生を行う記録装置２６０から構成される。
　つまり、制御器２４は、情報処理および他の装置との通信が可能なコンピュータとして
のハードウェア構成部分を有している。
【００２６】
　図４（Ｂ）に示すように、ケーブル１６２は、試験装置１２に接続される側（試験装置
側）の端部に試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４が設けられ、被試験器１１０に接続される側
（被試験器側）の端部に被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６が設けられている。
　試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４および被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６は、ＲＦＩＤ（Ra
dio Frequency Identification）方式の記憶媒体であって、図４（Ｃ）に示すケーブル情
報を記憶する。
【００２７】
　試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４に記憶されるケーブル情報は、複数のケーブル１６２そ
れぞれを識別するケーブル識別情報と、ケーブル１６２の端部が試験装置１２に接続され
る（つまり試験装置側である）ことを示すケーブル端子識別情報（試験装置側識別情報）
とを含む。
　また、被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６に記憶されるケーブル情報は、複数のケーブル１
６２それぞれを識別するケーブル識別情報と、ケーブル１６２の端部が被試験器１１０に
接続される（つまり被試験器側である）ことを示すケーブル端子識別情報（被試験器側識
別情報）とを含む。
　なお、試験装置側識別情報および被試験器側識別情報が、ケーブル識別情報を含んでも
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よい。
【００２８】
　試験装置側リーダ１８０（図３）は、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４に電波信号を送信
し、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４は、試験装置側リーダ１８０からの電波を整流するこ
とによって、必要な電力を供給される。
　また、試験装置側リーダ１８０は、ケーブル情報を送信させることを示す質問データを
試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４に送信し、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４は、その質問デ
ータに応じて、ケーブル情報を試験装置側リーダ１８０に対して送信する。
　これにより、試験装置側リーダ１８０は、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４からケーブル
情報を読み取る。
　さらに、試験装置側リーダ１８０は、読み取ったケーブル情報を制御器２４に対して送
信する。
【００２９】
　同様に、被試験器側リーダ１８２は、被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６に電波信号を送信
し、被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６は、被試験器側リーダ１８２からの電波を整流するこ
とによって、必要な電力を供給される。
　また、被試験器側リーダ１８２は、ケーブル情報を送信させることを示す質問データを
被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６に送信し、被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６は、その質問デ
ータに応じて、ケーブル情報を被試験器側リーダ１８２に対して送信する。
　これにより、被試験器側リーダ１８２は、被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６からケーブル
情報を読み取る。
　さらに、被試験器側リーダ１８２は、読み取ったケーブル情報を制御器２４に対して送
信する。
【００３０】
　図５は、第２の実施形態にかかる制御器２４において動作するケーブル接続準備プログ
ラム３０を示す図である。
　図５に示すように、ケーブル接続準備プログラム３０は、ケーブル関連情報記憶部３０
０、試験項目設定部３０２、接続図表示部３０４、必要ケーブル判断部３１０、必要ケー
ブル表示部３１２、ケーブル識別情報受信部３２０、接続順序判断部３２２、接続順序表
示部３２４、実施可能試験判断部３２６、実施可能試験表示部３２８、ケーブル準備状況
判断部３３０、ケーブル準備状況表示部３３２、試験装置側識別情報受信部３４２、被試
験器側識別情報受信部３４４、接続順序確認部３４６、接続順序確認表示部３４８、試験
装置側端部存在表示部３５０、被試験器側端部存在表示部３５２、試験実行可否判断部３
６０、および試験実行可否表示部３６２から構成される。
【００３１】
　ケーブル接続準備プログラム３０は、上記の構成によって、所定の試験に必要なケーブ
ルが準備されたか否かを確認するケーブル有無確認処理と、全てのケーブル１６２が試験
装置１２および被試験器１１０に接続され得た状態となり試験を実行可能か否かを確認す
る試験実行可否確認処理とを行う。
　ケーブル接続準備プログラム３０は、たとえば、記憶媒体２６２を介して制御器２４に
供給され、メモリ２５４にロードされ、制御器２４にインストールされたＯＳ上で、制御
器２４のハードウェア資源を具体的に利用して実行される。
　なお、本実施形態においては、コンピュータである制御器２４がケーブル接続準備プロ
グラム３０を実行するとしたが、ケーブル接続準備プログラム３０の機能をハードウェア
で構成することによって実現してもよい。
【００３２】
　ケーブル接続準備プログラム３０において、ケーブル関連情報記憶部３００は、図６，
図７に示すテーブルで示される情報を記憶する。
　図６は、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶される被試験器毎ケーブル関連情報テー
ブルを示す図である。
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　図６に示すように、被試験器毎ケーブル関連情報テーブルにおいて、被試験器１１０毎
に、その被試験器について実施される試験項目と、各試験項目について使用されるケーブ
ル１６２の識別情報とが対応付けられている。
【００３３】
　例えば、図６（Ａ）は、被試験器Ａについて試験項目Ａ１～Ａ３が実施されることを示
す。
　さらに、図６（Ａ）は、試験項目Ａ１において、ケーブルＷ１，Ｗ２が使用され、ケー
ブルＷ１の試験装置側が測定器接続部１４２に接続され、ケーブルＷ２の試験装置側が専
用試験器接続部１４４に接続されることを示す。
　また、図６（Ａ）は、試験項目Ａ２において、ケーブルＷ１，Ｗ２が使用され、ケーブ
ルＷ１の試験装置側が測定器接続部１４２に接続され、ケーブルＷ２の試験装置側が専用
試験器接続部１４４に接続されることを示す。
　また、試験項目Ａ３において、ケーブルＷ１が使用され、ケーブルＷ１の試験装置側が
測定器接続部１４２に接続されることを示す。
【００３４】
　同様に、図６（Ｂ）は、被試験器Ｂについて試験項目Ｂ１～Ｂ３が実施されることを示
す。
　さらに、図６（Ｂ）は、試験項目Ｂ１において、ケーブルＷ１，Ｗ２が使用され、ケー
ブルＷ１の試験装置側が測定器接続部１４２に接続され、ケーブルＷ２の試験装置側が専
用試験器接続部１４４に接続されることを示す。
　また、図６（Ｂ）は、試験項目Ｂ２において、ケーブルＷ２が使用され、ケーブルＷ２
の試験装置側が測定器接続部１４２に接続されることを示す。
　また、図６（Ｂ）は、試験項目Ｂ３において、ケーブルＷ３が使用され、ケーブルＷ３
の試験装置側が測定器接続部１４２に接続されることを示す。
【００３５】
　図７は、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶される試験項目毎ケーブル関連情報テー
ブルを示す図である。
　図７に示すように、試験項目毎ケーブル関連情報テーブルは、各試験項目において使用
されるケーブル１６２の識別情報と、各ケーブル１６２の被試験器側識別情報および試験
装置側識別情報と、各ケーブル１６２が被試験器１１０および測定器接続部１４２等に接
続されるべき順序（接続順序）を示す。
　この接続順序は、複数のケーブル１６２を試験装置１２と被試験器１１０とに接続する
場合において、ケーブル１６２の試験装置側を測定器接続部１４２等の各端子に接続し被
試験器側を被試験器１１０の各端子に接続するときに作業効率を向上させる順序である。
　例えば、ケーブルＷ１を接続してからケーブルＷ２を接続しようとすると、ケーブルＷ
１が干渉してケーブルＷ２を接続することが困難となる場合には、ケーブルＷ２の接続順
序の方がケーブルＷ１の接続順序よりも先となっている。
【００３６】
　また、試験項目毎ケーブル関連情報テーブルは、使用される各ケーブル１６２の被試験
器側が被試験器のどの端子に接続されるか、および、使用される各ケーブル１６２の試験
装置側が測定器接続部１４２等のどの端子に接続されるかを示す。
　例えば、図７（Ａ）にかかる試験項目（例えば被試験器Ａについて実施される試験）に
おいては、それぞれケーブル識別情報Ｗ１～Ｗ９で示されるケーブルＷ１～Ｗ９が使用さ
れる。
　また、図７（Ａ）にかかる試験項目において、例えばケーブルＷ７の接続順序は１番目
であり、ケーブルＷ７の被試験器側識別情報はＥ７－１であり、ケーブルＷ７の試験装置
側識別情報はＥ７－２である。
　さらに、ケーブルＷ７の被試験器側は被試験器の端子１Ｊ１に接続され、ケーブルＷ７
の試験装置側は測定器接続部１４２の端子Ｊ１１に接続される。
【００３７】
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　また、例えば、図７（Ｂ）にかかる試験項目（例えば被試験器Ｂについて実施される試
験）においては、それぞれケーブル識別情報Ｗ３１～Ｗ３９で示されるケーブルＷ３１～
Ｗ３９が使用される。
　また、図７（Ｂ）にかかる試験項目において、例えばケーブルＷ３５の接続順序は７番
目であり、ケーブルＷ３５の被試験器側識別情報はＥ３５－１であり、ケーブルＷ３５の
試験装置側識別情報はＥ３５－２である。
　さらに、ケーブルＷ３５の被試験器側は被試験器の端子１Ｊ７に接続され、ケーブルＷ
３５の試験装置側は専用試験器接続部１４４の端子Ｊ２１に接続される。
【００３８】
　試験項目設定部３０２（図５）は、入出力装置２５６から、試験の対象である被試験器
１１０と実施される試験項目とを示す設定情報を受け入れて、実施される試験に関する情
報（試験情報）として設定する。
　この設定情報は、例えば、作業者がキーボード等の入出力装置２５６を操作することに
よって生成される。
　接続図表示部３０４は、試験項目設定部３０２から試験情報を受け入れ、ケーブル関連
情報記憶部３００に記憶された試験項目毎ケーブル関連情報テーブル（図７）を参照して
、その試験情報に対応する第１の接続図および第２の接続図（図８および図９を用いて後
述する）を、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための処理を行う。
　入出力装置２５６に表示された第１および第２の接続図を確認することによって、作業
者は、ケーブル１６２の接続位置を効率的に確認することができる。
【００３９】
　必要ケーブル判断部３１０は、試験項目設定部３０２から試験情報を受け入れ、試験情
報が示す被試験器および試験項目と、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶された被試験
器毎ケーブル関連情報（図６）とから、実施される試験に必要なケーブル１６２を判断す
る。
　例えば、試験情報が被試験器Ａおよび試験項目Ａ１を示す場合、必要ケーブル判断部３
１０は、ケーブルＷ１，Ｗ２が必要であると判断する。
　また、必要ケーブル判断部３１０は、必要なケーブル１６２のケーブル識別情報を、必
要ケーブル表示部３１２に対して出力する。
　必要ケーブル表示部３１２は、必要ケーブル判断部３１０からのケーブル識別情報を使
用して、実施される試験に必要なケーブル１６２の識別情報を、表示装置等の入出力装置
２５６に表示させるための処理を行う。
　入出力装置２５６に表示されたケーブル１６２を確認することによって、作業者は、必
要なケーブル１６２を効率的に準備することができる。
【００４０】
　ケーブル識別情報受信部３２０は、試験装置側リーダ１８０または被試験器側リーダ１
８２によって読み取られたケーブル識別情報を受け入れ、接続順序判断部３２２、実施可
能試験判断部３２６およびケーブル準備状況判断部３３０に対して出力する。
　接続順序判断部３２２は、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶された試験項目毎ケー
ブル関連情報テーブル（図７）を参照して、試験項目設定部３０２からの試験情報に示さ
れた試験項目について、ケーブル識別情報受信部３２０からのケーブル識別情報に対応す
るケーブル１６２の接続順序を判断する。
　例えば、試験情報が図７（Ａ）に対応する試験項目を示し、ケーブル識別情報がケーブ
ルＷ３を示す場合、接続順序判断部３２２は、そのケーブル識別情報に対応するケーブル
１６２（ケーブルＷ３）の接続順序が２番目であると判断する。
　また、接続順序判断部３２２は、ケーブル識別情報とそのケーブル識別情報に対応する
ケーブル１６２の接続順序を示す情報（接続順序情報）を生成し、接続順序表示部３２４
に対して出力する。
　接続順序表示部３２４は、接続順序情報が示す、ケーブル識別情報に対応するケーブル
１６２の接続順序を、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための処理を行う。
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　入出力装置２５６がケーブル１６２の接続順序を表示することによって、作業者は、準
備したケーブル１６２を接続順序に合わせて並べ替えることができ、それによってケーブ
ル接続作業を効率化できる。
【００４１】
　実施可能試験判断部３２６は、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶された被試験器毎
ケーブル関連情報テーブル（図６）を参照して、ケーブル識別情報受信部３２０からのケ
ーブル識別情報に対応するケーブル１６２を使用して実施できる試験項目を判断する。
　また、実施可能試験判断部３２６は、ケーブル識別情報と、実施可能であると判断され
た試験項目を示す情報（実施可能試験情報）を生成し、実施可能試験表示部３２８に対し
て出力する。
　実施可能試験表示部３２８は、実施可能試験判断部３２６からの実施可能試験情報を使
用して、ケーブル識別情報に対応するケーブル１６２を使用して実施できる試験項目を、
表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための処理を行う。
　入出力装置２５６が実施できる試験項目を表示することによって、作業者は、そのケー
ブル１６２を使用して実施できる試験項目を確認できるので、作業工程の計画を容易に立
てることができる。
【００４２】
　ケーブル準備状況判断部３３０は、試験項目設定部３０２から試験情報を受け入れ、ケ
ーブル関連情報記憶部３００に記憶された試験項目毎ケーブル関連情報テーブル（図７）
を参照して、その試験項目で使用されるケーブル１６２が全て準備されたか否かを判断す
る。
　具体的には、ケーブル準備状況判断部３３０は、ケーブル識別情報受信部３２０から、
全てのケーブル識別情報を受け入れたか否か（つまり、全てのケーブル１６２からケーブ
ル識別情報を読み取ったか否か）を、ケーブル識別情報を受け入れる度に判断する。
　また、ケーブル準備状況判断部３３０は、全てのケーブル識別情報を受け入れたか否か
を示す情報（ケーブル準備情報）を生成する。
　さらに、ケーブル準備状況判断部３３０は、ケーブル識別情報と、ケーブル準備情報と
を、ケーブル準備状況表示部３３２に対して出力する。
【００４３】
　ケーブル準備状況表示部３３２は、ケーブル準備状況判断部３３０からのケーブル識別
情報とケーブル準備情報とを使用して、試験に使用されるケーブル１６２の準備状況を、
表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための処理を行う。
　入出力装置２５６が試験に使用されるケーブル１６２の準備状況を表示するので、作業
者は、どのケーブル１６２が準備済みであり、どのケーブル１６２が準備されていないか
を、容易に確認できる。
　また、ケーブル準備状況表示部３３２は、ケーブル準備情報が全てのケーブル識別情報
を受け入れていないことを示す場合、その旨を示す表示（例えばアラーム）を行う。
　これにより、作業者は、全てのケーブルが準備されていないことを、容易に確認できる
。
【００４４】
　図８は、第１の接続図を例示する図である。
　図８（Ａ）に示すように、第１の接続図は、試験に使用される各ケーブル１６２が測定
器接続部１４２等および被試験器１１０のどの端子に接続されるかを示す。
　さらに、第１の接続図は、各ケーブル１６２の接続順序を示す。
　この図８（Ａ）に示す第１の接続図は、接続図表示部３０４の処理によって、表示装置
等の入出力装置２５６に表示される。
【００４５】
　また、接続順序表示部３２４の処理によって、例えば、図８（Ａ）に示す第１の接続図
において、ケーブル識別情報受信部３２０が受け入れたケーブル識別情報に対応するケー
ブル１６２の接続順序が点滅する。



(11) JP 2012-247824 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

　例えば、試験情報が図７（Ａ）に対応する試験項目を示し、ケーブル識別情報がケーブ
ルＷ３を示す場合、図８（Ａ）に示す第１の接続図において、ケーブルＷ３に対応する接
続順序「２」が点滅する。
　また、ケーブル準備状況表示部３３２の処理によって、図８（Ｂ）に示すように、ケー
ブル識別情報受信部３２０が受け入れたケーブル識別情報に対応する位置に、既にケーブ
ル識別情報を受け入れた（つまり、既に、そのケーブル識別情報に対応するケーブル１６
２が準備された）ことを示すマーク（図８（Ｂ）の星印）が表示される。
【００４６】
　試験装置側識別情報受信部３４２（図５）は、試験装置側リーダ１８０によって読み取
られた試験装置側識別情報を受け入れ、接続順序確認部３４６に対して出力する。
　被試験器側識別情報受信部３４４は、被試験器側リーダ１８２によって読み取られた被
試験器側識別情報を受け入れ、接続順序確認部３４６に対して出力する。
【００４７】
　接続順序確認部３４６は、ケーブル１６２の現在の接続順序（つまり、接続順序におい
て現在何番目のケーブル１６２が接続されるべきか）を判断する。
　例えば、接続順序確認部３４６は、順序カウンタ値の初期値をＮ＝１とし、正しい順序
のケーブル１６２の試験装置側が試験装置１２の近傍に存在し、被試験器側が被試験器１
１０の近傍に存在すると判断される度に、順序カウンタ値を１つ増加させる。
　また、接続順序確認部３４６は、試験装置側識別情報受信部３４２から試験装置側識別
情報を受け入れると、その試験装置側識別情報に対応するケーブル１６２の接続されるタ
イミングが正しいか否かを判断する。
　具体的には、接続順序確認部３４６は、試験項目設定部３０２から受け入れた試験情報
に示された試験項目を使用して、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶された試験項目毎
ケーブル関連情報テーブル（図７）を参照し、受け入れた試験装置側識別情報に対応する
ケーブル１６２の接続順序が、現在の順序カウンタ値と一致するかを判断する。
【００４８】
　さらに、接続順序確認部３４６は、その試験装置側識別情報に対応するケーブル１６２
の接続されるタイミングが誤っている場合（つまり、受け入れた試験装置側識別情報に対
応するケーブル１６２の接続順序が、現在の順序カウンタ値と一致しない場合）には、不
一致である旨を示す信号（試験装置側不一致信号）を生成し、接続順序確認表示部３４８
に対して出力する。
　一方、接続順序確認部３４６は、その試験装置側識別情報に対応するケーブル１６２の
接続されるタイミングが正しい場合（つまり、受け入れた試験装置側識別情報に対応する
ケーブル１６２の接続順序が、現在の順序カウンタ値と一致する場合）には、一致である
旨を示す信号（試験装置側一致信号）を生成し、接続順序確認表示部３４８、試験装置側
端部存在表示部３５０および試験実行可否判断部３６０に対して出力する。
【００４９】
　同様に、接続順序確認部３４６は、被試験器側識別情報受信部３４４から被試験器側識
別情報を受け入れると、その被試験器側識別情報に対応するケーブル１６２の接続される
タイミングが正しいか否かを判断し、誤っている場合（つまり、受け入れた被試験器側識
別情報に対応するケーブル１６２の接続順序が、現在の順序カウンタ値と一致しない場合
）には、不一致である旨を示す信号（被試験器側不一致信号）を生成し、接続順序確認表
示部３４８に対して出力する。
　一方、接続順序確認部３４６は、その被試験器側識別情報に対応するケーブル１６２の
接続されるタイミングが正しい場合（つまり、受け入れた被試験器側識別情報に対応する
ケーブル１６２の接続順序が、現在の順序カウンタ値と一致する場合）には、一致である
旨を示す信号（被試験器側一致信号）を生成し、接続順序確認表示部３４８、被試験器側
端部存在表示部３５２および試験実行可否判断部３６０に対して出力する。
【００５０】
　また、接続順序確認部３４６は、試験装置側一致信号および被試験器側一致信号を生成
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した場合に、順序カウンタ値を１つ増加（Ｎ＝Ｎ＋１）させる。
　さらに、この場合、接続順序確認部３４６は、試験情報が示す試験項目に対応する試験
項目毎ケーブル関連情報テーブル（図７）を参照して、その次に接続されるべきケーブル
１６２を判断する。
　例えば、接続順序確認部３４６は、図７（Ａ）に対応する試験項目において、ケーブル
Ｗ４の被試験器側識別情報Ｅ４－１に関する被試験器側一致信号および試験装置側識別情
報Ｅ４－２に関する試験装置側一致信号を生成した場合に、ケーブルＷ４の接続順序（６
番目）の次の接続順序（７番目）がケーブルＷ５であることを判断する。
　また、接続順序確認部３４６は、次の接続順序であるケーブル１６２を示す情報（次回
接続順序情報）を、接続順序確認表示部３４８に対して出力する。
【００５１】
　接続順序確認表示部３４８は、試験装置側不一致信号または被試験器側一致信号を受け
入れた場合に、ケーブル１６２の接続順序が誤りであることの通知（例えばアラーム）を
、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための処理を行う。
　これにより、作業者は、接続しようとしているケーブル１６２の端部の接続順序が誤り
であることを容易に確認することができ、したがって、ケーブル接続の作業効率を向上さ
せることができる。
　一方、接続順序確認表示部３４８は、試験装置側一致信号、被試験器側一致信号および
次回接続順序情報を受け入れた場合に、次回接続順序情報が示す、次の接続順序であるケ
ーブル１６２を、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための処理を行う。
　これにより、作業者は、次に接続すべきケーブル１６２を容易に確認することができ、
したがって、ケーブル接続の作業効率を向上させることができる。
【００５２】
　試験装置側端部存在表示部３５０は、接続順序確認部３４６から試験装置側一致信号を
受け入れた場合に、その試験装置側一致信号が示す試験装置側識別情報に対応するケーブ
ル１６２の試験装置側が試験装置１２の近傍に存在することを、表示装置等の入出力装置
２５６に表示させるための処理を行う。
　試験装置側端部存在表示部３５０によって入出力装置２５６がケーブル１６２の試験装
置側が試験装置１２の近傍に存在することを表示した直後に、作業者がそのケーブル１６
２の試験装置側を試験装置１２の測定器接続部１４２等の適切な端子に接続することによ
って、作業者は、どのケーブル１６２の試験装置側が接続されているかを、容易に確認で
きる。
【００５３】
　被試験器側端部存在表示部３５２、接続順序確認部３４６から被試験器側一致信号を受
け入れた場合に、その被試験器側識別情報に対応するケーブル１６２の被試験器側が被試
験器１１０の近傍に存在することを、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための
処理を行う。
　被試験器側端部存在表示部３５２によって入出力装置２５６がケーブル１６２の被試験
器側が被試験器１１０の近傍に存在することを表示した直後に、作業者がそのケーブル１
６２の被試験器側を被試験器１１０の適切な端子に接続することによって、作業者は、ど
のケーブル１６２の被試験器側が接続されているかを、容易に確認できる。
【００５４】
　さらに、上述のように、ケーブル１６２の試験装置側および被試験器側の両方にそれぞ
れ試験装置側識別情報および被試験器側識別情報が記憶されているので、作業者は、試験
装置側および被試験器側の両方について、どのケーブル１６２が接続されているかを、容
易に確認できる。
　したがって、多数のケーブル１６２を試験装置１２および被試験器１１０の両方に接続
して使用する試験において、ケーブル接続作業の効率をより向上させることができる。
【００５５】
　試験実行可否判断部３６０は、全てのケーブル１６２の各端部が試験装置１２および被
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試験器１１０の近傍に存在し、試験が実行可能であるか否かを判断する。
　具体的には、試験実行可否判断部３６０は、試験項目設定部３０２から試験情報を受け
入れ、その試験情報が示す試験項目を使用して、ケーブル関連情報記憶部３００に記憶さ
れた試験項目毎ケーブル関連情報を参照し、全てのケーブル１６２の試験装置側識別情報
に対応する試験装置側一致信号および被試験器側識別情報に対応する被試験器側一致信号
を受け入れたか否かを判断する。
　また、試験実行可否判断部３６０は、全てのケーブル１６２の各端部が試験装置１２お
よび被試験器１１０の近傍に存在するか否かを示す情報（試験実行可否情報）を生成し、
試験実行可否表示部３６２に対して出力する。
【００５６】
　試験実行可否表示部３６２は、試験実行可否判断部３６０からの試験実行可否情報を使
用して、試験を実行してもよいか否かを、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるた
めの処理を行う。
　具体的には、試験実行可否情報が、全てのケーブル１６２の各端部が試験装置１２およ
び被試験器１１０の近傍に存在することを示す場合、試験実行可否表示部３６２は、試験
を実行してもよいことを示す通知を、表示装置等の入出力装置２５６に表示させるための
処理を行う。
　一方、試験実行可否情報が、全てのケーブル１６２の各端部が試験装置１２および被試
験器１１０の近傍に存在していないことを示す場合、試験実行可否表示部３６２は、試験
を実行してはいけないことを示す通知（例えばアラーム）を、表示装置等の入出力装置２
５６に表示させるための処理を行う。
　入出力装置２５６が試験を実行してもよいか否かを表示することによって、全てのケー
ブルが接続されていない状態で試験を開始する等の誤動作を防止できる。
【００５７】
　図９は、第２の接続図を例示する図である。
　図９（Ａ）に示すように、第２の接続図は、試験に使用される各ケーブル１６２が測定
器接続部１４２等および被試験器１１０のどの端子に接続されるかを示す。
　この図９（Ａ）に示す第２の接続図は、接続図表示部３０４の処理によって、表示装置
等の入出力装置２５６に表示される。
　また、正しい順序のケーブル１６２から試験装置側識別情報が読み取られた場合に、試
験装置側端部存在表示部３５０の処理によって、第２の接続図において対応するケーブル
の試験装置側の表示が変更される。
　例えば、正しい順序のケーブルＷ７の試験装置側識別情報（Ｅ７－２）が読み取られた
場合に、試験装置側端部存在表示部３５０は、第２の接続図におけるケーブルＷ７の試験
装置側（図９（Ａ）のＡ１部）の色を、例えば緑色に変更する（図９（Ｂ）のＡ２部）。
【００５８】
　同様に、正しい順序のケーブル１６２から被試験器側識別情報が読み取られた場合に、
被試験器側端部存在表示部３５２の処理によって、第２の接続図において対応するケーブ
ルの被試験器側の表示が変更される。
　また、正しい順序のケーブル１６２から試験装置側識別情報および被試験器側識別情報
が読み取られた場合に、図９（Ｂ）に示すように、接続順序確認表示部３４８の処理によ
って、次の接続順序であるケーブル１６２の対応箇所の表示が変更される。
　例えば、正しい順序のケーブルＷ４の試験装置側識別情報（Ｅ４－２）および被試験器
側識別情報（Ｅ４－１）が読み取られた場合に、接続順序確認表示部３４８は、第２の接
続図におけるケーブルＷ５の対応箇所（図９（Ｂ）のＢ部）の色を、例えば赤色に変更し
て点滅させる。
【００５９】
　図１０は、第２の実施形態にかかる試験システム１００において実行されるケーブル有
無確認処理を示すフローチャート（Ｓ１０）である。
　なお、以下で説明する各ステップの順序は、適宜、変更されうる（他のフローチャート



(14) JP 2012-247824 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

においても同様）。
　ステップ１００（Ｓ１００）において、必要ケーブル表示部３１２の処理により、入出
力装置２５６は、設定された試験項目において必要となるケーブル１６２を表示する。
　入出力装置２５６に表示されたケーブル１６２を確認することによって、作業者が必要
なケーブル１６２を準備しうる。
【００６０】
　ステップ１０２（Ｓ１０２）において、作業者によって準備されたケーブル１６２の試
験装置側ＲＦＩＤタグ１６４が試験装置側リーダ１８０に近接されることによって、試験
装置側リーダ１８０は試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４からケーブル識別情報を読み取る。
　または、作業者によって準備されたケーブル１６２の被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６が
被試験器側リーダ１８２に近接されることによって、被試験器側リーダ１８２は被試験器
側ＲＦＩＤタグ１６６からケーブル識別情報を読み取る。
　なお、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４および被試験器側１６６のどちらかからでもケー
ブル識別情報を読み取ることが可能なので、作業者は、試験装置側または被試験器側のい
ずれの場所においても、ケーブル有無確認作業を行うことができる。
【００６１】
　ステップ１０４（Ｓ１０４）において、ケーブル準備状況判断部３３０の処理により、
入出力装置２５６は、ケーブル１６２の準備状況を表示する。
　ステップ１０６（Ｓ１０６）において、ケーブル準備状況判断部３３０は、全てのケー
ブル１６２からケーブル識別情報を読み取ったか否か（つまり、全ての必要なケーブル１
６２が準備されたか否か）を判断し、そうである場合には処理を終了し、そうでない場合
には、処理はＳ１０２に進む。
【００６２】
　図１１は、第２の実施形態にかかる試験システム１００において実行される試験実行可
否確認処理を示すフローチャート（Ｓ２０）である。
　ステップ２００（Ｓ２００）において、順序カウンタ値がＮ＝１となる。
　ステップ２０２（Ｓ２０２）において、作業者によって準備されたケーブル１６２の試
験装置側ＲＦＩＤタグ１６４が試験装置側リーダ１８０に近接されることによって、試験
装置側リーダ１８０は試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４から試験装置側識別情報を読み取る
。
【００６３】
　ステップ２０４（Ｓ２０４）において、接続順序確認部３４６は、試験装置側識別情報
に対応するケーブル１６２の接続順序が正しいか否かを判断し、そうである場合には処理
はＳ２０８に進み、そうでない場合には処理はＳ２０６に進む。
　ステップ２０６（Ｓ２０６）において、接続順序確認表示部３４８の処理によって、入
出力装置２５６は、ケーブル１６２の接続順序が誤りであることを示すアラームを表示す
る。
　ステップ２０８（Ｓ２０８）において、試験装置側端部存在表示部３５０の処理によっ
て、入出力装置２５６は、ケーブル１６２の試験装置側が試験装置１２の近傍に存在する
ことを表示する。
【００６４】
　ステップ２１０（Ｓ２１０）において、作業者によって準備されたケーブル１６２の被
試験器側ＲＦＩＤタグ１６６が被試験器側リーダ１８２に近接されることによって、被試
験器側リーダ１８２は被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６から被試験器側識別情報を読み取る
。
　ステップ２１２（Ｓ２１２）において、接続順序確認部３４６は、被試験器側識別情報
に対応するケーブル１６２の接続順序が正しいか否かを判断し、そうである場合には処理
はＳ２１４に進み、そうでない場合には処理はＳ２１６に進む。
　ステップ２１４（Ｓ２１４）において、接続順序確認表示部３４８の処理によって、入
出力装置２５６は、ケーブル１６２の接続順序が誤りであることを示すアラームを表示す
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る。
　ステップ２１６（Ｓ２１６）において、試験装置側端部存在表示部３５０の処理によっ
て、入出力装置２５６は、試験装置側識別情報受信部３４２からの試験装置側識別情報に
対応するケーブル１６２の試験装置側が試験装置１２の近傍に存在することを表示する。
【００６５】
　ステップ２１８（Ｓ２１８）において、試験実行可否判断部３６０は、全てのケーブル
１６２の各端部が試験装置１２および被試験器１１０の近傍に存在し、試験が実行可能で
あるか否かを判断し、そうである場合には処理は終了し、そうでない場合には処理はＳ２
２０に進む。
　ステップ２２０（Ｓ２２０）において、接続順序確認表示部３４８の処理によって、入
出力装置２５６は、次の接続順序であるケーブル１６２を表示する。
　ステップ２２２（Ｓ２２０）において、接続順序確認部３４６は、順序カウンタ値を１
つ増加（Ｎ＝Ｎ＋１）させる。
【００６６】
　なお、上記実施形態においては、ケーブル識別情報等の識別情報を記憶する記憶媒体は
ＲＦＩＤタグとしたが、当該記憶媒体は例えばバーコードであってもよい。
　この場合、ケーブル識別情報等の識別情報を読み取る手段は、ＲＦＩＤリーダではなく
、バーコードリーダであってもよい。
　また、上記実施形態において、ケーブル識別情報は、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４お
よび被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６の両方に記憶されているとしたが、当該ケーブル識別
情報は、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４および被試験器側ＲＦＩＤタグ１６６のいずれか
一方に記憶されてもよく、試験装置側ＲＦＩＤタグ１６４および被試験器側ＲＦＩＤタグ
１６６とは別の記憶媒体に記憶されてもよい。
　また、ケーブル識別情報は、試験装置側リーダ１８０および被試験器側リーダ１８２と
は別のリーダによって読み取られるようにしてもよい。
　また、ケーブル接続準備プログラム３０は、被試験器コントローラ２２において動作さ
れるようにしてもよく、または、制御器２４と被試験器コントローラ２２とが一体となっ
て構成された計算機３において動作されるようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明は、被試験器に対して試験を行う試験システムに利用可能である。
【符号の説明】
【００６８】
１００・・・試験システム、１１０・・・被試験器、１２・・・試験装置、１２０－１～
１２０－Ｎ・・・測定器、１３０・・・専用試験器、１４０・・・切替部、１４２・・・
測定器接続部、１４４・・・専用試験器接続部、１６２・・・ケーブル、１６４・・・試
験装置側ＲＦＩＤタグ、１６６・・・被試験器側ＲＦＩＤタグ、１８０・・・試験装置側
リーダ、１８２・・・被試験器側リーダ、３・・・計算機、２４・・・制御器、２２・・
・被試験器用コントローラ、３０・・・ケーブル接続準備プログラム、３００・・・ケー
ブル関連情報記憶部、３０２・・・試験項目設定部、３０４・・・接続図表示部、３１０
・・・必要ケーブル判断部、３１２・・・必要ケーブル表示部、３２０・・・ケーブル識
別情報受信部、３２２接続順序判断部、３２４接続順序表示部、３２６・・・実施可能試
験判断部、３２８・・・実施可能試験表示部、３３０・・・ケーブル準備状況判断部、３
３２・・・ケーブル準備状況表示部、３４２・・・試験装置側識別情報受信部、３４４・
・・被試験器側識別情報受信部、３４６・・・接続順序確認部、３４８・・・接続順序確
認表示部、３５０・・・試験装置側端部存在表示部、３５２・・・被試験器側端部存在表
示部、３６０・・・試験実行可否判断部、３６２・・・試験実行可否表示部
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